
中学校数学
第２学年単元プラン（例）

単元 授業時間数

文字を用いた式の四則計算 １８時間

連立二元一次方程式 １７時間

一次関数 ２１時間

基本的な平面図形と平行線の性質 １１時間

図形の合同 ２５時間

確率 １３時間

１０５時間



【「第２学年単元プラン（例）」について】

○この単元プラン（例）は、中学校数学指導力強化巡回指導で
県内の先生方が作成した単元プランを基に作成しています。
○現行学習指導要領を基に単元を構成しています。
○この単元プラン（例）を各学校の先生方がそのまま実践する
のではなく、生徒の学習状況や単元の配列、他教科との
関連を基に作成し直して実践することが大切です。



単元プラン（例）

【文字を用いた式の四則計算（１８時間）】

小単元 授業時間数

簡単な整式の加法及び単項式の乗除の計算 ８時間

１８時間文字を用いた式で表したり読み取ったりすること ５時間

目的に応じた式変形 ５時間



【まとめ】多項式の加法、減法は次の手順で計算す
る。①同類項に分ける。②加法の場合は係数をたし、
減法の場合はひいて同類項をまとめる。

中学校数学小単元プラン（例） 【第２学年：簡単な整式の加法及び単項式の乗除の計算】

【小単元のねらい】文字を用いた簡単な整式の加法及び単項式の乗除の計算を、既習の計算方法と関連付けて考察する
ことを通して、その計算の方法や手順を説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「二つの文字を含む整式の四則計算は、第１学年で学習した式の計算と、どのような関連があるか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）同じ文
字を含む項と文字を含まない項はまとめることができなかったことと同じように、文字の異なる項はまとめることはできない。→Ｘ２の項もあるのかな、調べてみたい。

【小単元のめあて】文字を用いた簡単な整式の加法及び単項式の乗除の計算を、既習の計算方法と関連付けて、その計算の手順を説明しよう。

２時

振り
返り

３時

４時

【課題】世界一周道路と赤道の
長さの差はなぜ２πになるのか。

【活動】赤道のまわりに、地表から1
ｍ離してつくった世界一周道路と赤道
の長さの差を文字を使って説明する。

５時

【課題】文字を用いた式は、項の数や
かけられている文字の個数によってどの
ように分類できるか。

【活動】用語を理解し、単項式・多項式
に分けたり、次数を読み取ったり同類項を
まとめたりする。

【まとめ】二つの数量の差が２πになる理由は、
地球の半径をｒとすると赤道は２πｒ、世界一周
道路は２π（ｒ＋1）と表わされ、その差は２π
（ｒ＋1）- ２πｒ＝２π であるからである。

【課題】多項式の加法、減法はど
のような手順で計算すればよいか。

【活動】多項式の加法、減法の計算を
既習の計算方法と関連付けてその手順を
考える。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】中学校第１学年「文字を用いた式」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○「文字を用いた式」の復習をする。

【課題】かっこを含んだり分数を含んだ
りした多項式はどのような手順で計算す
ればよいか。

【活動】かっこを含んだり分数を含んだ
りした多項式の計算の手順を考える。

【まとめ】かっこを含んだ多項式の計算は次の手
順で計算する。①分配法則を利用してかっこをは
ずし、②同類項をまとめる。分数を含んだ多項式
の計算は、①通分して一つの分数にする。②分子
のかっこをはずして同類項をまとめる。③分子の
各項の係数と分母の数の約分を考える。

６時

７時

振り
返り

振り
返り

【課題】負の数の値を代入して式の値
を求めるときは、どのようなことに留意す
る必要があるか。

【課題】乗除の混じった計算はどのよう
な手順で計算すればよいか。

【活動】乗除の混じった計算を既習の計
算方法と関連付けてその手順を考える。

８時 【めあて】簡単な整式の加法及び単項式の乗除の計算のまとめをしよう。
○簡単な整式の加法及び単項式の乗除のいろいろな計算を行う。○小単元末テストを行う。

振り
返り

【活動】多項式の文字式を計算して簡単
にしてから負の数の値を代入するときの留
意点について考える。

【まとめ】負の数を代入するときは、文字式を計算
してから、「×」を使った式で表し、負の数にかっ
こをつけて代入することに留意する必要がある。

【まとめ】単項式の乗法、除法は次の手順で計算す
ればよい。①乗法に直す。②係数の積と文字の積に分
けて計算する。

【まとめ】文字を用いた式は項の数によって、単項

式と多項式に分類できる。単項式の次数はかけられて
いる文字の個数で次数が決まり、多項式の次数は各
項の次数のうちでもっとも大きいものとなる。



中学校数学小単元プラン（例） 【第２学年：文字を用いた式で表したり読み取ったりすること】

１時

【小単元の振り返り】「数量の関係や法則を文字を使って説明すると、どのようなよさがあるだろうか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）文字を使うと、偶数と奇数の和は奇数になることなど、一般的に表し説明することができる。→ いろいろな数の法則を文字を
使って説明したい。

２時

振り
返り

【まとめ】三つの続いた整数の和は、いつでも３

の倍数になるといえる。その理由は、文字を使って
連続する三つの整数を整数ｎを使って表すと、ｎ-1、
ｎ、ｎ＋1と表される。これらの和は３ｎになるからで
ある。

３時

４・５
時

【課題】二つの数の和はなぜ11
の倍数になるのか。

【活動】二けたの自然数と、その
数の一の位の数と十の位の数を入
れかえた数が11の倍数になる理由
を文字を用いて説明する。

【課題】二つの奇数の和が偶数
になることを文字を使ってどの
ように説明できるか。

【活動】二つの整数について、そ
の和が偶数になるか、奇数になる
か考察し、文字を用いて説明する。

【まとめ】二けたの自然数を10ａ＋ｂとす
ると、十の位の数と一の位の数を入れかえ
た数はａ＋10ｂと表され、この二つの数の
和は11（ａ＋ｂ）で表すことができるので、
二つの数の和は11の倍数になる。

【まとめ】二つの奇数を文字ｍ、ｎを使っ
て表すと、2ｍ＋1と2ｎ＋1と表すことがで
きる。それらの和は2（ｍ＋ｎ＋1）で表す
ことができるので、二つの奇数の和は偶数
になる。

【めあて】カレンダーの数について、数量の関係や法則を見つけだし、どのような場合でも成り立つことを説明しよう。
○カレンダーから見つけだした数量の関係や法則を、文字を用いて説明する。○小単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】三つの連続した整数の

和は、いつでも３の倍数になるとい
えるか。

【活動】三つの連続する整数の和

がいつでも３の倍数になることを、文
字を用いて説明する。

【小単元のめあて】事象の数量の関係や法則を、文字を用いて説明しよう。

【小単元のねらい】数量及び数量の関係を、帰納や類推によって事象の中の数量の関係を見いだす活動を通して、文字
を用いた式を使って一般的に説明することの必要性と意味を理解し、数学的な表現を用いて説明できるようにする。



中学校数学小単元プラン（例） 【第２学年：目的に応じた式変形】

【小単元のねらい】数量の関係を表す式を、等式の性質を用いて目的に合うように同値変形を行うことを通して、変形の手
順や変形された式が表す数量について数学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「文字を用いた式の学習を通して、何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）円周の長さから円の半径の長さを求める際に、半径について求める式に変形し、円周の数値を代入することで簡単に求めることができる。
→ いろいろな公式をある数量に着目して変形してみたい。

【小単元のめあて】目的に応じて式を変形し、その手順や変形した式が表す数量を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】トラックの直線部分は、ト
ラック１周を表した式を用いて、等式
の性質を利用して直線部分を求める式
に変形すれば求められる。

３時

４・５
時

【課題】変形した式はどの
ような手順で変形したのか。

【活動】文字を使って表され
た等式を目的に応じて変形す
る。

【まとめ】等式を変形するには次の
手順で行う。①目的の文字を含む項
を左辺に移項し、②その文字の係数
で両辺をわる。

【めあて】単元「文字を用いた式の四則計算」のまとめをしよう。
○文字を用いた式のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】トラックの直線部
分の長さはどのような方法
で求められるか。

【活動】（例）運動場のト
ラック１周を文字を使った式
で表し、表された式を目的に
応じて変形する方法を説明す
る。

【めあて】「文字を用いた式の四則計算」を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、文字を用いて考察し、問題を解決する。
（例：平成27年度数学Ｂ2）



平成27年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ２





単元プラン（例）

【連立二元一次方程式（１７時間）】

小単元 授業時間数

二元一次方程式の必要性と意味及びその解の
意味、連立方程式とその解の意味

４時間

１７時間連立方程式を解くこと ６時間

連立方程式を活用すること ７時間



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味、連立方程式とその解の意味】

【小単元のねらい】二元一次方程式や連立方程式について、一元一次方程式と関連付けることを通して、その必要性と意
味や解の意味を説明できるようにする。

【振り返り】「一元一次方程式と連立方程式の解の求め方の違いは何か」等を生徒に問う。

（生徒の記述例）一元一次方程式は求める数量ｘについて解けばよかったが、二元一次方程式は二つの文字の関係を表を用いて表し、代入
の考えを用いて求める必要がある。→ 連立方程式も求める数量ｘやｙについて解けないかな。

【小単元のめあて】求めたい数量が二つあるとき、一元一次方程式と対比させて数量を求める方法を考えよう。

２時 振り
返り

３時
振り
返り

振り
返り

【めあて】一元一次方程式の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○一元一次方程式の復習をする。

【めあて】二元一次方程式と連立方程式の意味やその解の意味のまとめをしよう。
○二元一次方程式や連立方程式の解を、代入して求める問題を解く。 ○小単元テストを行う。

振り
返り

４時

１時

【課題】一元一次方程式の解
と二元一次方程式の解の違
いは何か。

【活動】条件が不足している
二つの数量を求める問題で、二
元一次方程式を成り立たせる値
の組について考える。

【まとめ】一元一次方程式は解は一
つであるが、求める二つの数量をｘとｙ
とした二元一次方程式を成り立たせる
値の組は、無数に存在する。

【課題】二つの二元一次方程
式（連立方程式）の解は何を意
味しているか。

【活動】二つの二元一次方程
式に、具体的な数値を代入し、
二つの二元一次方程式を満た
す数値について考える。

【まとめ】二つの二元一次方程式
（連立方程式）の解はどちらの式も
成り立たせる文字の値の組を意味し
ている



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：連立方程式を解くこと】
【小単元のねらい】連立方程式を解くことについて、二つの文字のうち一方の文字を消去する方法を考えることを通して、その解き方を説明で
きるようにする。

１時

【振り返り】「連立方程式を解く際に、加減法を利用したほうがよいときと、代入法を利用したほうがよいときの違いは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）一方の式がｘ＝や、ｙ＝の形で表されているときは代入法が解きやすい。→ 具体的な場面で連立方程式を活用し、問題解決を図りたい。

【小単元のめあて】連立方程式を文字を一つにして解く方法を説明しよう。

２時

３時

４時

【課題】二つの方程式から一つ
の文字を消去するにはどのような
方法で消去できるか。

【活動】連立方程式を加減法で
解く方法を考え、その解き方を
説明する。

５・６
時

【課題】係数がそろっていない
連立方程式から一元一次方程式
を作るにはどのような方法で作
ることができるか。

【活動】係数がそろっていない
連立方程式を加減法で解くこと
を考え、その解き方を説明する。

【まとめ】二つの式の左辺どうし、右辺
どうしをたしたり、ひいたりすると一つ
の文字を消去することができる。

【課題】加減法以外の方法で、
一つの文字を消去するにはどの
ような方法で消去できるか。

【活動】連立方程式を代入法で
解く方法を考え、その解き方を
説明する。

【まとめ】ｘかｙの係数に着目し、どち
らかの係数をそろえるために、両辺に同
じ数をかけて係数の絶対値をそろえて、
二つの式をたしたり、ひいたりすれば一
次方程式ができる。

【まとめ】一つの式をx＝ や y＝ の形で
表し、他方の式に代入することで、一つ
の文字を消去することができる。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【活動】ｘやｙの係数が、分数
や小数で示された連立方程式を
解く方法を考え、その解き方を
説明する。

【課題】係数に小数や分数をふ
くむ連立方程式の係数を全て整
数にするにはどのような方法で整
数に変形できるか。

【まとめ】それぞれの式の両辺に、分母
の最小公倍数をかけたり、10倍、100倍し
たりすることで係数を整数にすることが
できる。

振り
返り

振り
返り

【めあて】連立方程式の解を加減法や代入法による解き方で求めよう。
○いろいろな連立方程式を解く。 ○小単元テストを行う。



中学校数学小単元プラン【第２学年：連立方程式を活用すること】

【小単元のねらい】具体的な事象を連立方程式を活用して問題解決を図る際に、ある特定の量に着目して立式したり、捉
えた数量を表や線分図などで表してその関係を明らかにしたりすることを通して、求め方の手順や求めた解や解決の方
法が適切であるかどうか説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「連立方程式の学習を通して何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）求めるものが二つある場合は、一元一次方程式よりも連立方程式を利用するほうが問題解決が容易である。→一元一次方程式では解く
ことが困難だった問題をもう一度解いてみたい。

【小単元のめあて】具体的な事象の中の数量関係を捉え、連立方程式を活用して問題を解決しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】連立方程式を使って問題を解く手順
は次の通りである。①どの数量を文字を使って
表すかを決める。②数量の間の関係をみつけ、
二つの方程式をつくる。③連立方程式をつくり、
解を求める。④解が問題に適しているか確かめ
る。

３時

４時

【課題】どの数量関係に着目し
て立式すればよいだろうか。

【活動】問題の中にある数量の関
係を言葉の式や線分図で表し、そ
の関係から連立方程式をつくる。

５時

【課題】割合の関係から方程式
をつくる際に、基準量と比較量
のどちらを文字で表すと立式し
やすいか。

【活動】割合の問題から数量の関
係を表にして、表を基に連立方程
式をつくる。

【まとめ】（例）代金の関係と個数の関係
に着目して立式すればよい。

【課題】速さ・時間・道のりの
中のどの数量について方程式を
つくればよいか。

【活動】速さ・時間・道のりの問
題から数量の関係を線分図に表し、
線分図を基に連立方程式をつくる。

【まとめ】基準量を文字で表し、その文字
を用いて比較量を表すと立式しやすくなる。

【めあて】単元「連立方程式」のまとめをしよう。 ○連立方程式のいろいろな問題を解く。
○単元末テストを行う。

【まとめ】線分図を基に変わる数量と変わ
らない数量に着目すると、時間と道のりで
方程式をつくればよい。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】連立方程式を使って問
題を解くには、どのような手順
で解けばよいか。

【活動】問題の中にある数量に着
目して数量の関係を捉え、連立方
程式を利用して問題解決を図る手
順を考える。

６・７
時

【めあて】連立方程式の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、連立方程式を利用して問題を解決する。
（例：平成19年度数学Ｂ１(3）、平成27年度数学Ａ３(3)を記述式にかえた問題）

振り
返り



平成19年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ１



全国学力・学習状況調査「記述式」問題

【事柄・事実の説明】 説明する結論を明らかにした上で、前提に
ついて数学的に表現すべき部分を明確に記
述することを解答として求めた。

【方法・手順の説明】 「用いるもの（表、式、グラフなど）」を明確に
した上で、その「用い方」を記述することを解
答として求めた。

【理由の説明】 「○○であるから、△△である。」のような
形で、 「根拠○○」と「成り立つ事柄△△」の
両方を記述することを解答として求めた。

平成29年度 全国学力・学習状況調査 解説資料より



単元プラン（例）【一次関数（２１時間）】

小単元 授業時間数

事象と一次関数、一次関数の表、式、グラフ １０時間

２１時間二元一次方程式と関数 ５時間

一次関数を用いること ６時間



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：事象と一次関数、一次関数の表、式、グラフ】
【小単元のねらい】具体的な事象の中の伴って変わる二つの数量について、それらの変化や対応の様子を調べることを通して、一次関数の
関係を見いだし、表・式・グラフを用いて説明できるようにする。

１時

【振り返り】「一次関数の関係になる二つの数量には、どのようなものがあるか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）水そうに水を入れる時間と水そうの底から水面までの高さの関係、気温と音の速さ等 → 身の回りの一次関数を更に調べたい。

【小単元のめあて】伴って変わる二つの数量について、表、式、グラフ等を用いてその関係を説明しよう。

２時

【課題】一次関数で、xの増加量とyの
増加量にはどのような特徴があるか。

【活動】y＝２x＋８の式でxの増加量に
対するyの増加量を表を用いて調べ、そ
の関係は全ての一次関数でいえるか説明
する。

【まとめ】水を入れ始めてからの時間をx分、水面
までの高さをyｃｍとすると、y＝ａx＋ｂという式
で表される関係がある。

３時

４時 【課題】関数ｙ＝２ｘ＋３とｙ＝２ｘ
のグラフの共通点や相違点は何か。

【活動】関数ｙ＝２ｘ＋３のグラフを対
応表を利用してかき、比例ｙ＝２ｘのグ
ラフと比較し、共通点や相違点からその
特徴を理解する。

【まとめ】 xの増加量に対するyの増加量の割合を
変化の割合といい、一次関数の変化の割合は一定
である。

５時 【課題】関数y=2x+3とy=1/2x+3はどち
らの傾きが大きいか。

【活動】一次関数の直線の傾きを理解し、
傾きと切片を利用して一次関数のグラフ
をかく。

【まとめ】関数ｙ＝２ｘ＋３とｙ＝２ｘのグラフ
の共通点はともに直線になり、変化の割合が同じ
ことである。相違点はグラフが原点を通らないこ
とである。

６時
【課題】傾きと１点がわかる一次関数
のグラフから式を求めるにはどのよう
な手順で求められるか。

【活動】傾きが分かっている直線が、あ
る1点の座標を通るときの一次関数の式
を求める。

【まとめ】ｙ＝２ｘ＋３の傾きは２であり、ｙ＝
１/２ｘ＋３の傾きの１/２より絶対値が大きいの
でｙ＝２ｘ＋３の傾きの方が大きい。

【課題】線香が燃え尽きる時間を求め
る方法はどうすればよいか。

【活動】線香の火をつけてからの時間と
残りの長さについて、実測を通して得ら
れたグラフ上の点を基に線香が燃え尽き
る時間を求める方法を説明する。

【まとめ】一次関数のグラフから式を求めるには、
①傾きaに数値を当てはめてy=ax+bの形で表し、②
グラフ上の1点のxとyの値を代入してｂの数値を求
める。

【課題】水そうに水を入れる時間と水
そうの底から水面までの高さにはどの
ような関係があるか

【活動】（例）８ｃｍの高さまで水が
入った水そうに1分間に２ｃｍの割合で
水を入れるときの時間と水面の高さの関
係を考察する。

【まとめ】線香の燃え尽きる時間を求める方法は、
①グラフ上の２点を結ぶ直線を引き、x軸との交点
のx座標を求める。②グラフ上の２点を結ぶ直線の
式を求めy＝0のときのxの値を求める。③グラフ上
の２点から変化の割合を求め、一番右の点とy＝0
の点ときのxの値を求める。

７時 【活動】座標平面にかかれた直線がある
2点を通るときの一次関数の式を求める。

【課題】2点の座標が分かる直線の式
はどのような手順で求められるか。

【まとめ】①一次関数 y=ax+b の式に２点のxとyの
組を代入し、②ａとｂについての連立方程式を作り
解くことでａとｂの値を求める。

８時

振り
返り

【めあて】関数の復習をしよう。○レディネステストを行う。○比例と反比例の復習をする。

9・10
時 【めあて】一次関数の表、式、グラフのまとめをしよう。○小単元のまとめの問題を解く。 ○小単元テストを行う。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り



中学校数学小単元プラン【第２学年：二元一次方程式と関数】

【小単元のねらい】二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係について、二元一次方程式を関数関係を表す式
とみることを通して、その関係を見いだし説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「二元一次方程式はなぜ一次関数と見ることができるのか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）二元一次方程式はａｘ＋ｂｙ＋ｃ＝0の式
を用いると、ｙ＝ａｘ＋ｂに変形できるので一次関数と見ることができる。→表やグラフを用いても説明できる。

【小単元のめあて】二元一次方程式の解を、表、式、グラフを関連付けて説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】二元一次方程式の解はグラフ上では
直線で表される。

３時

４時

【課題】二元一次方程式のグラ
フはどのような手順でかくこと
ができるか。

【活動】二元一次方程式のグラフ
をかく方法を考え、その手順を説
明する。

５時

【課題】 二元一次方程式ａｘ＋
ｂｙ＝ｃで、ａ＝0やｂ＝0の場
合のグラフはどのように表され
るか。

【活動】二元一次方程式ａｘ＋ｂｙ
＝ｃで、ａ＝0やｂ＝0の場合のグラ
フについて考える。

【まとめ】 二元一次方程式のグラフは次の手順でか
くことができる。
①ａｘ＋ｂｙ＝ｃをｙについて解く。
②①の結果からグラフの傾きと切片を求める。
③切片と傾きをもとにして直線をかく。

【課題】二つのグラフの交点はど
のような方法で求めることができる
か。

【活動】二つの二元一次方程式の
グラフの交点の意味について考え
る。

【まとめ】ａ＝0の場合はｘ軸に平行なグ
ラフになり、ｂ＝0の場合はｙ軸に平行な
グラフになる。

【めあて】○二元一次方程式と関数のまとめをしよう。
○ 二元一次方程式と関数についてのいろいろな問題を解く。○小単元末テストを行う。

【まとめ】二つのグラフの交点を求めるには次の
ような方法がある。
○二つのグラフを延長し、その交点の座標を求め
る。
○二つのグラフを二元一次方程式で表し、その連
立方程式を解く。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】二元一次方程式の解は
グラフ上でどのように表されて
いるか。

【活動】二元一次方程式を成り立
たせるｘ、ｙの値の組を座標とす
る点をグラフ上に表し、そのグラ
フの特徴を説明する。



中学校数学小単元プラン【第２学年：一次関数を用いること】

【小単元のねらい】具体的な事象の中から取り出した二つの数量の関係を、事象を理想化したり単純化したりしてその関
係を一次関数とみなすことを通して、変化や対応の特徴を捉え数学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「一次関数の学習を通して、何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）日常にある数量関係の中には関数関係として捉えられるものが多く存在し、式、表、グラフを利用することで、変化や対応の特徴を捉えた
り、それらを用いて説明したりすることができる。→日常事例で今まで学んだ関数以外の関数関係もあれば調べたい。（比例、反比例、一次関数以外の事
例提示等）

【小単元のめあて】具体的な事象を一次関数を用いて考察し、問題解決の過程を説明しよう。

２時

振り
返り

【まとめ】一次関数とみなすことができる理由
は、実験結果の表を基におもりの重さとばねの
長さの関係をグラフで表すと直線とみなすこと
ができるからである。

３時

４時

【課題】具体的な使用量に対す
る料金を式を用いてどのような
方法で求められるか。

【活動】水道料金と水道使用量の
関係が変域を制限すると一次関数
になることを基に、その関係を表
式、グラフで表して問題を解決す
る。

５・６
時

【課題】三角形の面積と点が移
動した距離との関係が一次関数
になる理由は、表、式、グラフ
を用いてどのように説明できる
か。

【活動】長方形の辺上を点が移動し
た距離と、その時にできる三角形の
面積の関係を表や式、グラフを用い
て表し、その関係が一次関数になっ
ていることを基にして問題を解決す
る。

【まとめ】水道料金ｙと水道使用量ｘの関係を
ｙ＝ａｘ＋ｂの式で表し、具体的な使用量をｘ
に代入し対応するｙの値を求めるとその料金が
求められる。

【まとめ】一次関数になる理由は、
①表の数値を基にすると、点が移動した距
離に対して一定の割合で面積が増えたり、
減ったりしているからです。
②式で表すとｙ＝ａｘ＋ｂで表すことがで
きるからです。
③グラフで表すと直線で表すことができる
からです。

【めあて】一次関数の学習を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、二つの数量の関係を表、式、グラフを用いて考察し、問題を解決する。
（例：平成２９年度数学Ｂ3）

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】おもりの重さとばねの
長さの関係をなぜ一次関数とみ
なすことができるのか。

【活動】つるまきばねにおもりを
つるしたとき、おもりの重さとば
ねの長さの関係を調べ、二つの数
量の関係を一次関数とみなして問
題を解決する。

【めあて】単元「一次関数」のまとめをしよう。○一次関数のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。



平成２９年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ３



全国学力・学習状況調査「記述式」問題（過去５年分）

学習指導要領における領域

第１学年 第２学年

数と式 図形 関数 資料の
活用

数と式 図形 関数 資料の
活用

【事柄・事実】
の説明

平面図形（H29） 比例、反比例
(H26)

資料の散らばりと
代表値 (H25)

文字を用いた式
の四則計算(H27)

(H25)

図形の合同(H28)

【方法・手順】
の説明

空間図形(H26) 文字を用いた式
の四則計算(H28)

平行四辺形(H27) 一次関数(H29)
(H28)
(H27)
(H26)
(H25)

【理由】
の説明

文字を用いた式
(H29)
(H25)

一次方程式
(H28)

比例、反比例
(H28)
(H27)

資料の散らばりと
代表値

(H29)
(H28)
(H27)

文字を用いた式
の四則計算(H27)

(H26)
(H25)

図形の合同(H29)
(H28)
(H27)
(H26)
(H25)

【三角形の合同の
証明】

一次関数(H25) 確率(H26)

「どの単元で」、「何が」 説明できるようになる必要があるのか。

上記の調査問題の類題を、数学問題データベースで配信中
解答・解答類型付き



単元プラン（例）

【基本的な平面図形と平行線の性質（１１時間）】

小単元 授業時間数

平行線や角の性質 ５時間
１１時間

多角形の角についての性質 ６時間



中学校数学小単元プラン【第２学年：平行線や角の性質】

【小単元のねらい】平行線や三角形の角について、観察、操作や実験などの活動を通してそれらの性質を見いだし、根拠
を明らかにして筋道立てて説明できるようにする。

１時

【小単元の振り返り】「見いだした平行線や三角形の角にはどのような性質がありましたか」等を生徒に問う。
（生徒の記述例）平行線や三角形の角についての性質には、「対頂角の性質」「平行線の性質」「平行線になる条件」「三角形の内角・外角の性質」がある。
→これらの性質を使っていろいろな図形の性質を説明したい。

【小単元のめあて】見いだした平行線や三角形の角の性質を、他者に伝わるように筋道立てて説明しよう。

２時

３時

４時

【課題】三角形の内角の和
が180°になることを平行
線の性質を用いてどのよう
に説明できるか。

【活動】三角形の内角の和が
180°になることを演繹的に説
明する。

【課題】三角形の内角と外
角にはどのような関係があ
るか。

【活動】三角形の内角と外角の
性質を見いだし、平行線の性質
を用いて説明する。

【めあて】「平行線や角の性質」のまとめをしよう。○平行線と角についての問題に取り組む。
○小単元末テストを行う。

【課題】同位角、錯角が等
しくなるのは２直線がどの
ようなときか。

【活動】二つの直線と、それら
に交わる直線によってできる角
の性質を見いだし説明する。

【まとめ】同位角、錯角が等しく
なるのは２直線が平行になるとき
である。

【まとめ】三角形の底辺に平行な直
線が頂点を通るように引く。平行線
の性質の錯角が等しいことを用いる
と、三角形の三つの内角は一直線上
に集められるのでその和は180°に
なることが説明できる。

【まとめ】「三角形の一つの外角は、
そのとなりにない二つの内角の和に
等しい」という関係がある。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

５時

振り
返り

【めあて】小学校で学んだ「角の大きさ」の復習をしよう。○レディネステストを行う。
○小学校「角の大きさ」の復習をする。



中学校数学小単元プラン【第２学年：多角形の角についての性質】

【小単元のねらい】多角形の角の性質について、平行線の性質や三角形の角の性質に帰着して考えることを通して、新た
に見いだした図形の性質を根拠を明らかにして筋道立てて説明できるようにする。

１時

【小単元（単元）の振り返り】「基本的な平面図形と平行線の性質の学習を通して何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問
う。（生徒の記述例）根拠を明らかにして筋道立てて説明する方法を学んだ。その時に根拠となるものは、既に証明されたことになる。→これまでに学んだ
ことで他に証明できることを探したい。

【小単元のめあて】多角形の角について、平行線の性質や三角形の角の性質に帰着して考え、説明しよう。

２時

【まとめ】ｎ角形は一つの頂点から
出る対角線によって（ｎ-2）個の三
角形に分けられるので、ｎ角形の内
角の和は180°×（ｎ-2）の式で求
められる。

３時

４時

【まとめ】多角形の外角の和は、多角形
の内角の和の性質と、三角形の内角と外
角の性質を用いて求めることができる。

【まとめ】凹四角形の１辺を延長
し、二つの三角形に分けることで、
三角形の内角・外角の性質を用い
て凹四角形の三つの角の内角の和
で求めることができる。

【課題】ｎ角形の内角の
和は、三角形の内角の和
の性質を用いてどのよう
な方法で求められるか。

【課題】多角形の外角の和
は、どのような図形の性質
を用いて求められるか。

【課題】凹四角形で、∠ｘ
の大きさはどのような方法
で求められるか。

【めあて】単元「基本的な平面図形と平行線の性質」のまとめをしよう。
○基本的な平面図形と平行線の性質のいろいろな問題を解く。○単元末テストを行う。

【活動】多角形の内角の和について
帰納的に調べて予想し、それが正し
いことを既習のことに帰着させて説
明する。

【活動】多角形の外角の和について
帰納的に調べて予想し、それが正し
いことを既習のことに帰着させて説
明する。

【活動】多角形の内角や外角につい
ての性質を基に、いろいろな図形の
角の大きさや関係などを考える。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

５・６
時

【めあて】基本的な平面図形と平行線の性質を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、基本的な平面図形と平行線の性質を用いて考察し、問題を解決する。
（例：平成26年度数学Ａ6(2)(3)を記述式にかえた問題）

振り
返り



平成26年度全国学力・学習状況調査数学Ａ６



単元プラン（例）【図形の合同（２５時間）】

小単元 授業時間数

平面図形の合同と三角形の合同条件 ４時間

２５時間
証明の必要性と意味及びその方法 ６時間

三角形の基本的な性質 ７時間

平行四辺形の基本的な性質 ８時間



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：平面図形の合同と三角形の合同条件】
【小単元のねらい】二つの合同な三角形について、観察、操作や実験などの活動を通して三角形の合同条件を見いだし、それらを根拠に用い
て合同な三角形を判断し説明できるようにする。

【振り返り】「二つの三角形が合同であることを判断するためにはどのような方法があるか」等を問う。（生徒の記述例）二つの三角形が合同であることを判
断するには合同条件を根拠に用いて、どの合同条件にあてはまるかを考える必要がある。→ 合同条件を用いて三角形の合同を証明したい。

【小単元のめあて】二つの三角形が合同かどうかを判断する方法を考えよう。

２時

【課題】二つの三角形が合同
になるのはどのような場合か。

【活動】△ＡＢＣと合同な△
ＤＥＦを作図する方法を説明
する。

【まとめ】合同な図形の性質には
次の二つがある。
①対応する線分の長さはそれぞれ
等しい。
②対応する角の大きさはそれぞれ
等しい。

３時

４時

【まとめ】二つの三角形が合同に
なるのは次の三つの場合である。
①３組の辺がそれぞれ等しい。
②２組の辺とその間の角がそれぞ
れ等しい。
③１組の辺とその両端の角がそれ
ぞれ等しい。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【課題】合同な図形にはど
のような性質があるか。

【活動】二つの合同な図形を
模型を用いて重ねたり作図し
たりして合同な図形の性質を
見いだし、記号を用いて表現
する方法を考える。

振り
返り

【めあて】小学校「合同な図形」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「合同な図形」の復習をする。

【めあて】合同条件を用いて二つの三角形が合同であるか考えよう。
○合同条件を用いて合同な三角形を見つける問題に取り組む。○小単元テストを行う。

１時



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：証明の必要性と意味及びその方法】
【小単元のねらい】図形の合同の証明について、三角形の合同条件などを根拠に用いて証明することを通して、証明の必要性と意味及びそ
の方法を理解し、証明のすすめ方を説明できるようにする。

１時

【振り返り】「証明はどのようにすすめる必要があるか」等を問う。（生徒の記述例）証明は構想や方針を基にして、仮定など根拠となる事柄を明らかにし、筋
道立てて結論を導くようにすすめる必要がある。→ 三角形の合同を根拠に用いて証明する場合はどんなときだろうか。

【小単元のめあて】二つの三角形が合同になることを、三角形の合同条件を根拠にして証明しよう。

２時
【課題】三角形の合同を証明
するにはどのような手順です
すめればよいか。

【活動】二つの三角形の合同
の証明を通して、証明の手順
を考える。

３時

４時

【課題】仮定以外に等しい
辺や角を見つけるには、ど
のような図形の性質を用い
ればよいか。

【活動】三角形の合同条件を
用いるために根拠となる図形
の性質を考える。

【まとめ】三角形の合同を証明する
には、①仮定と結論に分ける。②合
同条件に合うように、仮定以外に等
しい辺や角を見つける。③合同条件
を判断する。

５・６
時

【まとめ】仮定以外に等しい辺や角
を見つけるには、①対頂角の性質②
平行線の性質③三角形の内角、外角
の性質④多角形の内角の和や外角の
和、などを用いればよい。

【課題】図形の辺や角が等
しいことを証明するには、
どのような手順ですすめれ
ばよいか。

【まとめ】①どの三角形とどの三角形
が合同になるか考える。②合同条件に
合うような二つの三角形の等しい辺や
角を見つける。③合同条件を判断する。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【活動】合同な図形の辺や角
が等しいことを証明する手順
を考える。

振り
返り

振り
返り

【めあて】証明の必要性と意味及びその方法のまとめをしよう。
○三角形の合同条件を利用して証明する問題を解く。○小単元テストを行う。

【課題】証明はどのようにす
すめればよいか。

【活動】証明の意味とすすめ
方について考える。

【まとめ】証明は、「仮定」から出発
し、すでに正しいと認められている事
柄を根拠にして「結論」を導くように
すすめる。



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：三角形の基本的な性質】
【小単元のねらい】三角形の基本的な性質について、平行線の性質や三角形の合同条件などを用いて演繹的に考えることを通して、論理的
に考察し証明できるようにする。

１時

【振り返り】「二等辺三角形の性質など分かりきっていることをなぜ証明する必要があったのか」等を問う。
（生徒の記述例）どのような場合でも必ず成り立つということを説明するためです。→ 四角形についても考えてみたい。

【小単元のめあて】いろいろな三角形の性質について、根拠を明らかにして証明しよう。

２時
【課題】二等辺三角形の頂角の二
等分線により、なぜ底辺は垂直に
二等分されるか。

【活動】二等辺三角形の頂角の二等
分線を基に導かれる性質を予想し、
証明する。

３時

４時

【課題】二つの角が等しい三角形
は、なぜ二等辺三角形になるか。

【活動】二つの角が等しい三角形が
二等辺三角形になることを、三角形
の合同を用いて証明する。

【まとめ】二等辺三角形の頂角の二等分線に
より分けられた二つの三角形は合同になり、
対応する辺や角は等しいので、底辺は垂直に
二等分される。

５時

【課題】命題の逆はつねに成り立
つといえないことをどのように説
明すればよいか。

【活動】命題の逆がつねに正しいか
どうか予想し、成り立たない場合に
ついて反例をあげて説明する。

【まとめ】二つの角が等しい三角形は、底角を二
等分する直線によって分けられた二つの三角形の
合同を証明することで二つの辺が等しくなるので
二等辺三角形になる。

６時

【課題】正三角形の三つの角はな
ぜ等しいといえるか。

【活動】正三角形の性質を予想し、
二等辺三角形の性質を用いて証明す
る。

【まとめ】命題の逆はつねに成り立つといえ
ないことは、反例を一つあげればよい。

【まとめ】正三角形は二等辺三角形の特別な
ものと見ることができる。二等辺三角形の底
角は等しいので正三角形の三つの角は等しく
なる。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

７時

【活動】二つの直角三角形を組み合
わせた二等辺三角形を基に直角三角
形の合同条件を見いだし、証明する。

【課題】直角三角形だけに成り立
つ合同条件にはどのような条件が
あるか。

【まとめ】直角三角形だけに成り立つ合同条
件には次の二つがある。①斜辺と一つの鋭角
がそれぞれ等しい。②斜辺と他の１辺がそれ
ぞれ等しい。

振り
返り

振り
返り

【めあて】「三角形の基本的な性質」についてまとめをしよう。
○三角形の基本的な性質についてのいろいろな問題を解く。 ○小単元テストを行う。

【課題】二等辺三角形の底角はな
ぜ等しいといえるのか。

【まとめ】二等辺三角形の頂角を二等分する
直線によって分けられた二つの三角形は合同
になり、対応する角は等しいので二等辺三角
形の底角は等しくなる。

【活動】二等辺三角形の定義をもと
にして二等辺三角形の底角が等しい
ことを予想し証明する。



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：平行四辺形の基本的な性質】
【小単元のねらい】平行四辺形の基本的な性質について、既習の図形の性質を根拠に用いて証明することを通して、論理的に考察し証明で
きるようにする。

１時

【振り返り】「図形の合同の学習を通して何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。 （生徒の記述例）他の人にも納得し
てもらうように説明するためには、根拠を基に筋道立てて説明することが必要であり、その証明のすすめ方が分かった。→この考え方は他の学習のどのよ
うな場面で利用されるか調べてみたい。

【小単元のめあて】平行四辺形について、既習の図形の性質を利用して性質や条件を見つけて証明しよう。

２時
【課題】どのような四角形が平行四辺
形になるか。

【活動】四角形が平行四辺形になる場合
を予想し証明する。

３時

４時 【課題】長方形、ひし形、正方形には
どのような性質があるか。

【活動】平行四辺形になる条件を基に
長方形、ひし形、正方形も平行四辺形で
あることを考察し、その性質を予想し証
明する。

【まとめ】①２組の向かい合う辺が、それぞれ平
行であるとき②２組の向かい合う辺が、それぞれ
等しいとき③２組の向かい合う角が、それぞれ等
しくなるとき④対角線が、それぞれの中点で交わ
るとき。

５時
【課題】面積を変えずに、境界線を直
線に変えるにはどのような方法を用い
ればよいか。

【活動】四角形ＡＢＣＤの土地が折れ線
ＰＱＲで二つに分けられているとき、そ
れぞれの土地の面積を変えずに直線で分
ける方法を説明する。

【まとめ】①長方形の対角線は、長さが等しい。
②ひし形の対角線は垂直に交わる。③正方形の対
角線は長さが等しく、垂直に交わる。

６時

【まとめ】折れ線の頂点Ｑを通り底辺ＰＲに平行
な直線を引き、ＢＣとの交点をＳとしてＰとＳを
結ぶ直線をひく。

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】単元「図形の合同」のまとめをしよう。
○図形の合同のいろいろな問題を解く。 ○小単元テストを行う。

振り
返り

【課題】平行四辺形にはどのような性
質があるか。

【活動】平行四辺形の定義を基に平行四
辺形の性質を予想し、証明する。

【まとめ】①平行四辺形の２組の向かい合う辺は
それぞれ等しい。②平行四辺形の２組の向かい合
う角はそれぞれ等しい。③平行四辺形の対角線は
それぞれの中点で交わる。

【めあて】図形の合同を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、図形の合同を用いて考察し、問題を解決する。（例：平成28年度数学Ｂ4など）

【課題】他にも平行四辺形になる条
件はないだろうか。

【活動】1組の向かい合う辺がどのよう
な場合に平行四辺形になるのか予想し証
明する。

【まとめ】平行四辺形になる条件は次の場合もあ
る。１組の向かい合う辺が、等しくて平行である
とき。

振り
返り

７・８
時



平成28年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ４



単元プラン（例）【確率（１３時間）】

小単元 授業時間数

確率の必要性と意味及び確率の求め方 ７時間
１３時間

確率を用いること ６時間



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：確率の必要性と意味及び確率の求め方】
【小単元のねらい】不確定な事象について、観察や実験などの活動を通して、確率の必要性と意味を理解し、それらを用いて考察し表現でき
るようにする。

１時

【振り返り】「同様に確からしいことを基にして求めた確率は必ず正しいか」等を生徒に問う。（生徒の記述例）同様に確からしいことを基にして求めた確率は
必ず正しいとは言えないが、その起こりやすさの程度を数値で表すことができるというよさがある。→ 同様に確からしいことを基にして求めた確率を用いて
色々な事象を調べてみたい。

【小単元のめあて】不確定な事象について、観察や実験を通してことがらの起こりやすさについて説明しよう。

２時

【課題】同様に確からしいこと
を基にした確率はどのような方
法で求められるか。

【活動】さいころを多数回投げ
てそれぞれの目が出る回数を表
にまとめたものから、それぞれ
の目が出る確率を求める方法を
説明する。

３時

４時

【まとめ】起こる場合が全部でｎ通りあり、
そのどれが起こることも同様に確からしいと
する。そのうち、ことがらAの起こる場合がa
通りあるとき、ことがらAの起こる確率ｐは、
ｐ＝a/n で求められる。

５時

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】日常の事例で使われている確率について考えよう。 ○日常の事例（降水確率等）を提示し、そのことが
らの起こりやすさについて説明し、伝え合う。○小単元テストを行う。

振り
返り

【課題】なぜ同じ面が出ると
きの方が多いのか。

【活動】２枚の硬貨を投げたとき、
３通りの面の出方について、同様に
確からしいかどうかを、実験を通し
て考える。

【まとめ】全ての面の出方は３通りであ
り、出方は同様に確からしいことがいえ
る。同じ面が出るのは２通り、違う面が
出るのは１通りなので同じ面の方が出や
すいことがいえる。

【めあて】小学校「起こり得る場合」の復習をしよう。
○レディネステストを行う。○小学校「起こり得る場合」の復習をする。

【課題】実験結果から相対度
数のばらつきや変化について
どのようなことがいえるか。

【活動】前時の実験結果から
相対度数を用いてその傾向を
説明する。

【まとめ】①投げた回数が少ないうちは、
ばらつきは大きいが、回数が多くなると
そのばらつきは小さくなることがいえる。
②投げた回数が多くなるにつれて相対度
数は一定の数に近い値になる。

【課題】二つの方法で求め
た確率にどのような違いが
あるか。

【活動】多数回の試行から求め
た確率と、同様に確からしいこ
とを基にして求めた確率を比較
し、その関係を考える。

【まとめ】多数回の試行から求めた確率
と同様に確からしいことを基にして求め
た確率は試行回数が少ないほど二つの確
率の違いが大きい。

６・７
時



中学校数学小単元プラン（例）【第２学年：確率を用いること】
【小単元のねらい】あることがらの起こる確率について、樹形図や表を用いて考察することを通して、不確定な事象の起こりやすさの傾向をと
らえ、数学的な表現を用いて説明できるようにする。

１時

【振り返り】 「確率の学習を通して何ができるようになったか、新たに調べてみたいことは何か」等を生徒に問う。 （生徒の記述例）不確定な事象でも確率を
用いると説明することができる。→ 身の回りのいろいろな不確定な事象について確率を使って調べてみたい。

【小単元のめあて】ことがらの起こりやすさを、確率を用いて説明しよう。

２時

振り
返り

【課題】条件が変わると当たり
やすさに違いはあるか。

【活動】前時の学習問題を一部
かえてもひく順番によって当た
りやすさに違いはないか確率の
考えを用いて説明する。

３時

４時

【まとめ】条件が変わっても当たりやす
さに違いはない。その理由は、当たりを
引く確率は全て同じになるからである。

５・６
時

振り
返り

振り
返り

振り
返り

振り
返り

【めあて】単元「確率」のまとめをしよう。
○いろいろな確率の問題を解く。 ○小単元テストを行う。

【課題】当たりやすさに違いが
ない理由はどのように説明でき
るか。

【活動】３本のうち１本のあたりく
じはいってるくじを３人でひくとき、
ひく順番によって当たりやすさに違
いがあるか確率の考えを用いて説明
する。

【まとめ】樹形図を用いてすべての場合
を数えると６通りあり、３人が当たる場
合はそれぞれ２通りずつになり、その確
率はすべて１/３になるからである。

【課題】重なりなく、すべての
場合の数を数えるにはどのよ
うにすればよいか。

【活動】起こりうる場合を順序よく
整理するために、樹形図や表など
を利用して、場合の数を考察する。

【まとめ】起こりうる場合を順序良く整理
するために、樹形図や表を利用すれば、重
なりなくすべての場合の数を数えることがで
きる。

【めあて】確率を活用した全国学力・学習状況調査問題にチャレンジしよう。
○全国学力・学習状況調査問題を教材として、確率を用いて考察し、問題を解決する。
（例：平成26年度数学Ｂ5など）



平成26年度全国学力・学習状況調査数学Ｂ５


